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青少年育成プラン
特 集 号

古紙配合率100％の再生紙を使用しています。ごみ減量・資源再利用にご協力ください。

青少年育成プランは、新長期総合計画・後期基本計画に位置づけられた
青少年育成部門の計画として、長期的展望に立って策定し、より積極的な
取り組みを進めるものです。
プランの期間は、平成15年度から19年度までの5年間です。この間社

会状況の変化など、必要に応じて見直しを行います。また、このプランに
おける「青少年」は、主に6歳から18歳までを対象としていますが、0
歳から24歳までを視野にいれて策定しています。策定にあたっては、平
成13年度に実施した「小平市青少年の意識・実態調査」の結果をもとに、
青少年の声を反映しています。

近年の青少年を取り巻く社会・経済環境は、少子・高齢化、ライフスタ
イルの多様化、情報化の進展など、急速にめまぐるしく変化しています。
これらの状況は、青少年自身あるいは社会全体の意識やモラル・価値観

などにも変化をもたらし、青少年の問題行動の深刻化、児童虐待をはじめ
とする青少年を脅かす事件など、さまざまなかたちとなって現れています。
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小平市長　前田雅尚

21世紀のまちづくりの担い手である青少年が、自己の能力や個性を伸
ばし、みずからの役割と責任を自覚し、社会の一員として規範意識や社会
性を身につけていくことはたいへん重要なことです。
また、青少年は地域社会ではぐくむことを基本にしながら、大人も、青

少年も自立した社会づくりを進めていく必要があります。

市では、次代を担う青少年が、夢と希望をもって、自己の持つ能力や個性を伸ばし、心身ともに健やかに成
長することを願い、家庭、学校、職場、地域社会および行政機関が連携・協力し、総合的・計画的に青少年施
策を推進するために、青少年育成プランを策定しました。市が目指す具体的な目標について、青少年育成プラ
ンに沿ってご紹介します。

青少年の居場所とは、「学校でも家でもない場」、「個人が居やすい空間」、「世代
間交流が可能な空間」、「学習の機会が提供できる空間」、「ネットワークづくりがで
きる空間」など、青少年を中心にだれもが関心を持ち、集える場、居心地の良い場
などを想定し、旧小川東小学校施設に（仮称）青少年センターの設置を検討します。


